
技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。(町民憲章より)
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期待さ れ る 共 同 育苗
グリーンのじゅうたんを敷きつ

めたような共同大型ハウスの首。

水をやるとホ y と息をつき、一段

とあざやかになります。

良質な首を確保Lて機械田植え

をーと、ことしから始められた育

首の共同化。町内11カ所ですくす

くと育てられていますが、その成

果が期待されます。

(写真=5月4日八東南原で)
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新挙与協RZ石ゐJおり
の密'iきEY資将に

/
十
ヵ

年
計
画
で
地
籍
調
査

と
し
は
神
丘
、
鈴

岡
地

区
で

予

」

私
た
ち
の
町
一
を
よ
り
住
み
や
す
く
‘
み
な
さ
ん
の
生

川

事
安
定
す
る
よ
う
に
国
語
で
は
い
ろ
い
ろ
な
室

川

f
一
を
た
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
実
マ
に
移

川

す
た
め
に
は
そ
の
基
と
な
る
資
料
主
え
な
け
れ
ば

川

な
り
ま
せ
ん
。

酬

こ
の
た
め
に
、
本
町
で
も
こ
と
し
か
ら
十
カ
年
計
図

川

で
『
地
籍
制
査
』
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
川

こ
と
し
は
、
神
丘
、
鈴
岡
地
区
で
倒
査
が
開
始
さ
れ

川

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
土

地
の
国
勢
調
査
と
い

デ
べ
き
も
の
で
、
国

土
調
査
の
ひ
と
つ
と

し
て
行
主
わ
れ
る
た

い
せ
つ
な
別
査
で
す
。

今
ま
で
、
み
な
さ

ん
の
土
地
内
基
に
な

っ
て
い
た
土
地
台
帳

や
字
地
番
改
正
図
な

ど
は
、
明
治
の
後
期

か
ら
大
正
中
期
に
か

け
て
作
ら
れ
た
登
記

簿
と
土
地
台
帳
が
基

本
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
の

測
量
は
基
準
点
の
密

d
wあ
ら
か

っ
た
た

，屯

発土ポ
公地出
社関 ， I~ 

地

な

ど
耳叉

得

7.¥ 
件、

第

一
回
の
理
事
会
聞
く

四
月
十
七
日
近
の
認
可
を
得
て
正
式

発
足
し
た
『
今
金
町
土
地
開
発
公
社
』

の
初
め
て
の
理
事
会
が
四
月
二
十
三
日

役
場
で
開
か
れ
、
理
事
長
を
河
端
町
長

に
決
め
た
あ
と
卒
業
計
画
な
ど
十
一
機

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
園

公
共
用
地
内
確
保
に
よ
り
地
域
的
秩

序
あ
る
柊
備
を
し
よ
う
と
、
公
社
股

立
の
初
年
度
に
あ
た
る
四
十
八
年
度
内

卒
業
は
、
公
共
用
地
取
得
造
成
二

・
七

仁
、
都
市
公
園
用
地
取
得
七
九
1
M

‘
公
昌

住
宅
建
股
敷
地
取
得

一わ
日
、
工
業
団
地

用
地
取
得
九

・
七

2.
宅
地
用
地
取
得

造
成
二
「
叫
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
町
た
め
の
予
算
と
し
て
、
総
領
九

千
三
百
二
十
五
万
円
の
収
入
を
見
込
み

う
ち
長
期
借
入
金
は
九
千
三
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
支
出
で
は
、
土
地
取

得
費
に
七
千
六
百
万
同
、
宅
地
造
成
政

に
千
六
百
万
円
、
支
払
利
息
に
百

一
方

向
な
ど
で
す
.

な
お
、
基
本
財
産
向
預
金
先
は
、
今

金
町
農
業
協
同
組
合
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
理
事
会
運
営
規
程
、
庶

務
規
位
、
民
査
規
程
な
ど
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
.

役
貝
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

定
的
て
配
付
す
る
。
日
程
的
追
加
変

更
は
議
決
を
要
す
る
。

会
随
公
開

会
議
は
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
る
.
秘
密
会
は
出
席
議
員

三
分
的
二
以
上
向
多
数
殺
決
で
き
め

、，
、圃.

と

ば

司令
。定

足
数

議
員
法
定
数
円
半
数
が

出
席
し
な
い
と
会
識
を
開
け
な
い
。

発
言
議
会
は
言
論
的
府
で
あ
り

穣
貝
は
一
定
円
規
律
の
も
と
で
、
平

的
、
長
い
年
月
町
移
り
安
わ
り
に
よ
っ

て
‘
土
地
の
現
況
と
一
致
す
る
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
た
い
せ

つ
な

土
地
的
境
界
争
い
の
原
因
と
も
な
っ
て
-

い
ま
す
。
こ
の
状
態
を
正
す
の
が
地
籍

基

準

点

測

量

こ
の
測
量
は
、
地
給
制
査
の
も
と
と

な
る
た
い
せ
つ
な
仕
事
で
、
み
な
さ
ん

が
た
の
境
界
点
が
地
球
上
の
ど
の
位
置

に
あ
る
か
を
決
め
る
た
め
の
測
量
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
や
杭
木
(
国
土
調

査
の
文
字
が
は
い

っ
て
い
る
)
を
各
所

に
入
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
抜
い
た
り

そ
の
場
所
を
動
か
し
た
り
し
な
い
よ
う

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
石
や
杭
は
土
地
の
境
を

示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
誤
解

の
な
い
よ
う
に
。筆

地

調

査

こ
の
捌
査
は
、
み
な
さ
ん
が
た
が
自

分
の
土
地
の
境
に
隣
接
者
と
協
議
し
て

石
標
を
入
札
て
も
ら
い
ま
す
が
、
町
的

係
の
方
で
は
、
こ
れ
を

一
点
一
青
立
ち

会
い
の
も
と
に
確
認
し
ま
す
。
な
お

関
査
で
す
。

地
籍
制
査
は
‘
正
確
な
淵
査
と
こ
れ

ま
で
の
地
上
測
量
の
ほ
か
に
航
空
写
真

測
量
(
航
測
法
)
町
二
つ
を
併
用
し
て

新
し
く
地
図

(地
籍
図
)
と
帳
簿
(
f

籍
簿
)
を
作
り
、
そ
の
土
地
の
正
確
な

位
也
、
形
、
地
番
、
地
目
、
商
品
酬
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
捌
査
で
す
。

こ
れ
が
で
き
ま
す
と
、
土
地
の
区
岡

務
理
を
は
じ
め
土
地
改
良
事
業
や
土
木

事
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
建
設
事
業
の

計
画
を
立
て
た
り
、
作
業
を
し
た
り
す

現
地
調
査
の
場
合
、
必
要
が
あ
れ
ば
新

た
に
分
割
ヱ
耳
障
も
行
な
い
、
地
固
め

変
更
な
ど
も
し
ま
す
。

な
お
、
一
倍
調
査
を
行
な
う
前
に
次

の
こ
と
を
済
ま
せ
て
お
く
と
‘
た
い
へ

ん
早
く
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

守
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑
木
町
密
生
し

て
い
る
境
界
線
は
、
早
め
に
刈
払
い

を
し
て
境
界
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

マ
売
以
や
懐
波
な
ど
で
奄
況
の
済
ん
で

い
な
い
も
の
は
、
直
ち
に
手
続
き
を

す
る
。

マ
民
進
や
水
路
で
幅
員
が
一
定
し
て
い

な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
関
係
者
で

話
し
合
っ
て
現
地
の
必
要
な
箇
所
に

幅
杭
を
立
て
る
。

マ
私
有
地
が
道
路
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
が
ま
だ
登
記
な
ど
の
済
ん
で
い
な

い
も
の
は
、
な
る
べ
く
早
〈
登
記
を

済
ま
せ
る
よ
う
、
建
設
し
た
と
こ
ろ

に
翻
求
す
る
。

る
の
に
た
い
へ
ん
役
だ
っ
と
と
も
に

み
な
さ
ん
が
た
の
た
い
せ
つ
な
土
地
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
翻
査
に
は
図
や
近
か
ら
の
補
助

が
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
大
き
な

経
費
を
か
け
て
行
な
い
ま
す
。

こ
と
し
捌
査
の
対
象
と
な
る
神
丘
、

鈴
岡
地
区
は
も
ち
ろ
ん
・
い
ず
れ
全
町

的
に
筒
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
‘
そ

の
さ
い
は
地
区
別
に
説
明
会
を
聞
き
ま

す
。
円
滑
に
淵
査
が
進
む
よ
う
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
・

( 2) 

• 

地

籍

調

査

後

の

確

認

と

活

用

測
量
が
終
わ
っ
て
地
知
図
と
地
籍
簿

が
で
き
あ
が
り
ま
す
と
、

二
十
日
間
役

場
で
関
覧
に
供
ざ
れ
ま
す
。
そ
の
時
は

二
皮
目
を
通
し
て
、

自
分
的
地
所
に
ま

ち
が
い
が
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
ま
ち
が
い
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
申
し
出
て
改
め
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ

い
。

• 
みんなの川を

たいせつに

河川

美化月間です

今月は、

マ
理
事
長
河
端
盟
(
町
長
)
マ
理

事
長
代
行
石
井
政
吉
(
助
役
)
マ
理

事
今
野
伝
(
町
議
会
議
長
)
藤
村
徳

蔵

(同
総
務
委
只
長
)
松
浦
武
雄
(
同

建
設
委
日
長
)
前
水
健
次
(
農
協
組
合

長
)
土
回
勝
太
郎
(
土
地
改
良
区
理
事

長
)
マ
監
弔
問
向
小
三
郎
(
商
工
会

長
)
渡
辺
二
郎
(
町
議
会
産
業
委
員
長
)

三
組
合
を
表
彰

納
税

貯
蓄

組

合

長

会
議

本
年
度
の
納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議
は

四
月
十
三
日
役
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

組
合
同
育
成
強
化
、
新
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
協
議
し
た
あ
と
、
連
合
会
長

に
友
普
幸
次
郎
き
ん
(
樋
川
)
を
再
選

し
副
会
長
に
新
し
く
町
河
定
男
さ
ん

(

神
丘
)
を
選
び
ま
し
た
.

等
に
発
言
が
保
障
さ
れ
る
。

開
願
陳
情
議
会
に
請
願
す
る
と

き
は
、
文
書
で
磯
貝
の
紹
介
(
ひ
と

り
で
よ
い
)
に
よ
り
、
平
隠
に
行
な

う
こ
と
が
で
き
る
。
梢
搬
は
修
正
し

1
j

て
採
決
で
き
な
い
か
ら
、

。b

趣
旨
は
認
め
て
も
無
理

(
 

な
の
で
不
採
択
と

い
う

場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
外
交
な
ど
に

関
す
る
請
願
は
処
理
し
得
な
い
し
、

意
見
書
提
出
向
要
求
は
、
紹
介
蟻
貝

が
意
見
案
を
自
ら
発
案
す
る
の
が
本

来
で
あ
る
.

(

お

わ

り
)

v j
広
報

『
い
ま
か
ね
』

が
全
国
入
選

納
税
組
合
は
、
現
在
七
十

一
組
合

(

組
合
貝
二
千
六
十
六
人
)
あ
り
ま
す
が

昨
年
皮
肉
納
付
実
績
は
、
納
期
限
内
に

六
千
二
百
八
十
六
万
七
千
円
を
納
め
て

い
た
だ
き
、
こ
の
収
納
率
は
九
六

・
四

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
別
で
は
、

一
0
0
%
が
五
十
三
組
合
、
九
O
%
以

上
が
十
五
組
合
、

八
O
%
以
上
が
三
組

合
で
す
.
組
合
長
さ
ん
の
お
骨
折
り
と

組
合
貝
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝

し
ま
す
。

な
お
、
会
識
の
席
上
町
で
は
優
良
納

税
貯
蓄
組
合
と
し
て
、
過
去
五
年
間
納

税
成
績

一
O
O
%
の
次
の
=
一組
合
を
表

彰
し
ま
し
た
。

下
樋
川

(内
ケ
島
賢
祐
組
合
長
)
中

里
(
長
谷
川
信
夫
組
合
長
)
農
協

(山

北
幸
好
組
合
長
)

修
正

議
案
町
内
容
を
変
更
す
る

動
識
を
、
八
分
の
一
(
本
町
は
三
人
)

以
上
町
議
員
で
発
議
す
る
。

褒
決

議
案
の
原
案
ま
た
は
修
正

案
内
可
否
を
決
め
る
こ
と
.
特
別
な

も
の
以
外
は
賛

成
半
数
以
上
で

進

め

方

と

可
決
す
る
。
否

認
を
否
決
と
い
う
。
議
長
は

可
否
同
数
の
裁
決
以
外
は
表

決
に
加
わ
ら
な
い
。

機
事
日
程

当
目
的
会
議

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
議
長
が

四
十
七
年
度
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
本
町
内
広
報
『
い
ま
か
ね
』

が
入
選
六
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
海
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

に
な

っ
た
昨
年
内
八
月
号
(
写
真
)

が
対
象
に
な
っ
た
も
の
。
道
南
町
町

村
で
は
初
め
て
の
受
賞
で
す
。

今
後
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
広
く
と
り
入
れ
、
町
政
と
あ
な

た
の
家
庭
を
結
ぶ
か
け
橋
と
し
て
、

〈
ら
し
に
役
だ
ち
税
し
ま
れ
る
広
報

に
し
て
い
〈
考
、
え
で
す
。

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。，，，

J
 

A
V
ご
苦
労
さ
ん
で
す
A
V

長
年
、
交
通
安
全
運
動
向
推
進
に
功

績
の
あ

っ
た
次
町
方
々
に
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
婦
人
会
貝
金
沢
ミ
ツ
エ
、
千
代

谷
ト
メ
、

日
野
ト
ヨ
ミ
、
土
屋
市
再江

(

以
上
位
川
)
近
藤
サ

F.
和
田
マ

ソ、

今
野
ミ
ヨ
、
白
山
千
代
子

(以
上
今
金
)

マ
交
通
指
導
貝
上
回
収

(花
石
)
広

悶
儀

一
(
美
利
河
)
渡
辺
新
市

(住
吉
)

。
感
謝
し
ま
す
。

杉
本
省
主
固
さ
ん
(栄
町
)
は
病
気
全

快
祝
返
し
を
や
め
て
五
万
円
、
土
産
君

さ
ん
(
花
石
)
は
町
に
世
話
に
な
っ
た

お
礼
に
と
五
千
同
を
そ
れ
ぞ
れ
光
町
里

建
設
資
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

( S) 



赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
最
も
た
い
せ
つ

な
こ
と
は

H

健
康
で
あ
る
こ
と
。
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
と
く
に
、

生
ま
れ
て
ま
も
な

い
赤
ち
ゃ
ん
や
、
健
康
を
害
し
や
す
い
お
年

寄
り
に
は
、
よ
り
積
極
的
に
手
を
さ
し
の
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
正
し
い
医
療
知
織
を
身
に
つ
け
る
』
『

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
』
『
病
気

を
早
く
み
つ
け
る
』
た
め
、
町
で
は
こ
と
し

も
保
健
婦
活
動
を
中
心
に
、
町
民
の
健
康
管

理
に
力
を
入
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
体
力
づ
く
り
、

病
気
の
予
防
、
食
生
活
の
改
普
、
お
年
寄
り

の
保
護
、
子
ど
も
の
し
つ
け
、
家
族
の
対
話

な
ど
に
心
が
け
、
健
康
で
楽
し
い
生
活
を
送

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

町
民
の
保
健
の
問
題
占
.
を
さ
ぐ
り
、
み
ん

な
で

e
健
康
H

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

母
子
の
健
康
は
、

地
域
社
会
的
保
位

衛
生
の
水
準
を
表

わ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
実
態
を
み
ま
す
と
、
赤
ち
ゃ
ん

は
、
年
間
百
七
十
人
か
ら
百
八
十
人
生

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
出
生
率
は
こ
こ
数

年
来
横
パ
イ
状
態
で
‘
全
国
平
崎
を
下

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
出
生
児
の
体
重
は

四
十
七
年
の
平
均
で
男
三

O
八
J
.

女
三
一
一

J
で
全
国
内
平
均
に
は
ま

母
と
子

人)

S手 総 踊 tt 心、 老 不
肺炎 全 高 自

賢炎
肝 そ

曙 韓

'i' 匝

管支筑炎

結 血
ネ E旦

のグ3 フ

'" 司区 自 ロ
う

次 世 中 ン 荊 茸 自k 核 圧 幅 ゼ 炎 他

44 65 10 11 9 2 6 5 4 3 2 3 10 

45 71 14 13 7 4 5 6 4 2 15 

46 73 8 15 15 3 6 3 3 18 

47 75 17 11 18 7 7 5 3 1 2 4 

(単位町民の年次別死亡原因

健
康
で
楽
し
い
生
活
を

だ
及
び
ま
せ
ん
が
、
年
ご
と
に
向
上
し

て
い
ま
す
。

乳
児
死
亡
、
死
産
、
未
熟
児
死
亡
も

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
未
熟
児
の

出
生
が
十
五
人
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
母
体
的
影
響
が
大
き
く
左
右
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
産
を
無
事
に
す
ま
す
た
め
に
は
、

妊
娠
中
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
妊
娠
と
わ
か
っ
た
ら
早
〈

届
け
出
て
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

医
師
、
保
健
婦
な
ど
に
指
導
し
て
も
ら

い
幸
子
し
ょ
、
7
.

町
の
死
亡
統
計

を
み
ま
す
と
、
成

人
病
に
よ
る
死
亡

が
全
体
の
六

O
%を
占
め
て
お
り
、
全

国
平
均
的
五

O
%を
は
る
か
に
上
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
は
、
働
き
盛
り
の
四
十
歳
前

後
や
老
人
に
多
く
、
自
分
の
気
づ
か
な

い
う
ち
に
か
ら
だ
を
お
か
し
ま
す
。

過
去
六
ヵ
年
の
胃
腸
病
検
診
で
、
異

成
人
病

母
子
管
理
に
重
点

こ
と
し
の
保
健
婦
業
務

こ
と
し
の
保
健
婦
業
務
は
、
地
区
と

の
密
接
な
つ
を
が
り
、
健
康
に
対
す
る

問
題
点
的
発
掘
に
努
的
、
町
民
と
と
も

に
活
動
し
て
憾
康
づ
く
り
の
基
盤
と
し

た
い
考
え
で
す
.
と
く
に
‘
母
干
管
理

を
中
心
に
進
め
ま
す
。

健
康
な
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
、
妊
婦
相
談
、
母
親
教
室
町
開
催

な
ど
妊
娠
中
か
ら
の
母
親
の
健
康
管
理

と
乳
児
の
管
理
を
図
り
ま
す
。

脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
の
成
人
病

対
策
は
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

に
積
極
的
に
飛
び
込
み
、
正
し
い
知
識

の
普
及
、
早
期
発
見
、
食
生
活
の
改
善

的
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

一

て
毎
月
行
な
わ
れ
て
い
る

『乳
幼
児
健

一

康
相
験
』

(四
月
二
十
七
日
、
母
と
子

一

の
家
で
)

9 

77.7 

17.1 

母子衛生状況の推移

(人口千人対)

15.9 

曲 3

乳児死亡率 (出生千人対1
40 

98.1 

死澄率 (出産千人対)

:ふ〆私

常
者
が
二
百
八
十
人
も
あ
り
、
こ
の
中

で
貯
が
ン
何
人
が
十
四
人
発
見
さ
れ
ま

し
た
.
ま
た
、
過
去
四
ヵ
年
の
婦
人
科

検
診
で
は
、
呉
常
者
が
三
百
二
十
人
で

こ
の
中
か
ら
子
宮
ガ
ン
を
見
つ
け
ら
れ

た
人
も
い
ま
す
。

受
診
者
は
、
毎
年
二
百
人
前
後
と
少

な
く
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
ガ
ン
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
ガ
ン
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
よ
り
『
な
お
る
病
気
』
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
L
P
Z
健
康
だ
と
忠
わ

れ
る
方
も
、
毎
年
定
期
的
に
検
診
を
受

け
安
心
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
よ
ろ
。

Z
E
E-

結
核
患
者
は
減

戸結

核

っ
て
き
て
い

E

P
-
-し

は
い
え
、
新
し
く

か
か
る
人
が
年
間
十
人
も
い
ま
す
。
毎

年
住
民
検
診
は
各
部
落
に
出
向
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
す
る
割
合
は

ほ
ぼ
同
じ
で
、

何
年
も
受
け
な
い
人
が

い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
ま
す
。
新
し
く

発
見
さ
れ
る
人
は
、
四
十
歳
か
ら
と
主

婦
、
お
年
寄
り
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
か
か

っ
て
い
て
も
自
分
で

は
気
が
つ
き
に
く
い
病
気
で
す
。
年
一

固
め
住
民
検
診
は
、
町
民
ひ
と
り
残
ら

ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
健
婦
の
地
区
分
担
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
も
れ
な
く
指
導
が
い
き

わ
た
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

マ
菊
地
保
健
婦
神
丘
、
鈴
問
、
鈴
金

種
川
、
金
原
、
光
台
、
住
吉
、
寒
昇

V
西
井
d
健
婦
美
利
河
、
花
石
、
中

里、
，R
束
、
日
進
、
白
石
、
稲
穂
、

国
代

マ
共
同
州
叩
室
内
且
回

マ
保
帥

耐
と
町
担
当

今
金
市
街
地

〈
〉
母
子
栄
養
食
品
の
支
給

所
得
税
(
国
税
)
が
か
か
っ
て
い

な
い
世
帯
の
妊
産
婦
と
乳
児
に
ミ
ル

ク
が
無
料
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

母
子
手
帳
の
交
付
時
‘
ま
た
出
生

府
内
時
に
役
場
衛
生
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
.

〈
〉
乳
児
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化

満
一
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
の
医
療

費
は
、
初
、
再
診
料
を
除
い
て
全
額

助
成
さ
れ
、
ま
た
、

満
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
に
も
全
額
助
成
さ
れ
ま

す
.役
場
福
祉
保
で
『
受
給
資
格
証
』

47 46 

口 糊闘の割合(人口 1方人対)

z帆〈酬にかかった割合(

←→住民検鈴の畳診率(%)

45 

町の結核患者などの動向

44 43 

未熟児発生率 (出生百人吋)

15 

42 41 40 年次

200 

180 

160 

140 

(4 J 

進
ん
で
活
用
し
よ
う

こ
と
し
の
予
防
衛
生
業
務
は
、
次

に
よ
り
行
な
い
ま
す
。
日
程
や
詳
し

い
内
容
は
そ
の
つ
ど
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
気
軽
に

〈

進
ん
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
予
防
接
種
〉

マ
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
投
与
H
5
月
下

旬、

日
月
中
句

マ
結
核
予
防
一
般
ソ
反
、

B
C
G
H

9
月
初
旬

マ
種
痘
H
9
月
下
句

マ
百
日
ゼ
キ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
混
合
ワ
ク
チ
ン

H
m月
中
句
か

ら
ロ
月
初
句

マ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
H
U
月
初
句
か

ら
下
旬

〈
検
惨、

相

8

7

一
般
住
民
結
核
検
診
H
8
月
下
旬

マ
季
節
労
働
者
結
核
検
診
H
1
月
下

旬
(
北
桧
山
町
職
業
安
定
所
)

マ
胃
腸
病
(
ガ
ン
)
検
診
H
8
月
下
旬

マ
婦
人
科
(
ガ
ン
)
検
診
H
U
月
中
旬

マ
ク
ル
病
、
股
関
節
脱
臼
検
診
H
6

月
7
目、

9
月

η
目
、
ロ
月
3
日

3
月

n月
(母
と
子
町
家
)

マ
三
歳
児
検
診
H
6
月
四
目
、
日
月

n目、
3
月
お
日

(
母
と
子
町
家
)

マ
老
人
健
康
診
査
川
叩
月
中
旬

マ
人
間
ド
y
ク
(
国
民
健
康
保
険
絞

保
険
者
)
H
H
月
下
旬

マ
妊
産
婦
健
康
相
談
U
毎
月
第
2
金

問
日
(
母
と
子
町
家
)

可
乳
幼
児
健
康
相
採
H
毎
月
第

A'E

-

昭

日

(母
と
子
町
家
)

一
マ
母
親
(
妊
婦
)
教
室
H
年
3
回

l一、、、、

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

0

0
育
成
医
療
給
付

身
体
障
害
児
、
先
天
性
心
臓
疾
患

内
臓
疾
患
の
方
は
、
所
得
に
応
じ
て

医
療
費
の
給
付
、
補
装
具
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
.
保
健
所
で
ご
相
続

く
だ
さ
い
。

。
小
児
慢
性
疾
患
の
医
療
撮
助

慢
性
腎
炎
、
ネ
フ
ロ

l
ぜ
、
小
児

ぜ
ん
そ
く
及
び
小
児
ガ
ン
の
方
は
、

所
得
に
応
じ
て
十
七
歳
ま
で
入
院
(

指
定
病
院
)
医
療
の
援
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
.
保
健
所
で
ご
相
談
歩
、

47 46 

、

45 44 43 42 41 40 

120 

20 

( 5 J 

100 

80 

60 

40 



地
域
ぐ
る
み
の
善
意
で

教
材
豊
富
な
西
ド
イ
ツ
の
施
設

ベ
ル
リ
ン
(
西
ド

イ

y
)
内
朝
は
す
が

す
が
し
く
、
ホ
テ
ル

?
，
、
ぱ
町
街
路
樹
に

は
小
鳥
が
群
れ
を
な

し
き
れ
い
な
さ
え
ず

り
歩
聞
か
せ
て
く
れ

る
。
大
都
会
の
中
に

も
自
然
の
生
息
を
感

じ
た
が
、
や
は
り
車

内
音
が
絶
え
聞
な
く

続
い
て
い
た
。
ヒ
y
ト
ラ

l
時
代
に
心

身
障
害
児
を
保
護
す
る
た
め
に
建
て
ら

れ
た
デ
ラ
γ
ク
ス
な
精
薄
収
容
施
設
『

パ
ス
ソ

l
ル
・
ブ
ラ
ウ
エ

・
ハ
ウ
ス
』

に
向
、
九

玄
関
を
は
い
っ
て
掃
除
の
行
き
届
い

ヨーロッパの
特殊教育(3) 

ば

本
仁
太
郎
さ
ん
に

晴
れ
の
藍
綬
褒
章

自主的な参加を

撃機臨機棋

正
し
い
教
養
と
盟
か
な
情
操
を
身
に

つ
け
、
活
力
に
満
ち
た
人
間
形
成
を
図

る
生
涯
教
育
を
!
と
、
教
育
委
只
会
で

は
、
こ
と
し
の
社
会
教
育
の
重
占
目
標

を
次
の
よ
う
に
定
的
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
自
主
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

。
少
年
教
育

お知らせ

た
廊
下
、

墜
に
き
ち
ん
と
は
ら
れ
た
写

真
、
絵
の
き
れ
い
な
の
に
び
っ
く
り
す

る
。
壁
に
手
あ
か
な
ど
つ
い
て
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
き
れ
い
き
が
お

と
な
に
つ
〈
ら
れ
た
も
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
創
造
が
欠
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
は

残
念
だ

っ
十、

ど
の
部
屋
に
も
色
彩
監
か
な

お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
、
絵

あ
わ
せ
‘
人
形
な
ど
で
遊
ん
だ

り
し
て
い
た
。
そ
の
遊
び
が
自

然
に
、
機
成
力
、
形
の
認
知
、

記
憶
力
な
ど
の
能
力
を
高
め
る

勉
強
に

つ
な
が
っ
て
い
て
、

程

度
円
高
い
特
殊
学
級
で
も
利
用

で
き
そ
う
に
思
っ
た
。

収
容
さ
れ
て
い
る
の
は
三
歳
か
ら
十

四
歳
ま
で
の
百
二
十
人
で
、
軽
度
か
ら

寝
た
き
り
の
重
度
に
ま
で
及
ん
で
い
た

が
、
教
育
内
容
や
方
法
で
次
同
点
が
気

に
な
っ
子
、
そ
れ
は
、
盟
お
な
お
も
ち

ゃ
や
絵
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
に
重
度
な

子
ど
も
た
ち
に
も
実
際
の
も
の
を
多
〈

四
十
八
年
間
も
統
計
調
査
貝
と
し
て

統
計
思
想
の
普
及
向
上
に
貢
献
し
た
岸

本
仁
太
郎
さ
ん

(字
日
進
出
∞
歳

・
写

真
)
に
藍
綬
褒
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

岸
本
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
大

正
十
四
年
か
ら
連
続
十
田
町
国
勢
制
査

を
は
じ
め
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、

牒
業
基
本
調
査
な
ど
各
種
の
統
計
調
査

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
勉
で

混
厚
主
人
が
ら
が
か
わ
れ
、
酪
農
協
同

理
事
を
十

一
年
問
、
日
進
農
事
組
合
長

体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
共
同
組

織
活
動
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を
奨
励
し

自
主
的
な
運
営
を
指
導
す
る
.

。
青
年
教
育

青
年
団
体
的
交
流
を
深
め
さ
せ
、
個

人
の
積
極
性
を
伸
長
す
る
。

。
一婦
人
教
育

第
二
十
回
桧
山
婦
人
大
会
が
本
町
で

a 
絵あわせをする女子高学年グループ

ぜ業を
振十

田 容量
さ ら間
ん 寄っ

与と
にし め

功 ご地
労土議
章 てz

グ〉

農

町
消
防
団
副
団
長
町
西
国
丑
蔵
さ
ん

(旭
町

n歳
)
に
消
防
庁
長
官
か
ら

ホ
年
勤
続
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
.

西
図
書
ん
は
、
昭
和
十
二
年
か
ら
三

十
六
年
間
消
防
業
務
に
従
事
、
そ
の
大

半
を
削
団
長
、
本
部
長
と
し
て
部
下
回

只
の
統
率
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

豊すな情操でうるおいを(昨年11月の文化祭)

開
催
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
行
事
を
中
心

に
実
力
と
教
養
を
養
成
、
特
に
リ
ー
ダ

ー
の
向
上
を
図
る
。
若
妻
層
の
グ
ル
ー

プ
結
成
に
も
っ
と
め
る
。

。
家
庭
教
育

三
歳
児
を
中
心
に
し
た
乳
幼
児
町
家

庭
教
育
学
級
の
編
成
に
力
点
を
お
く
。

〈〉
成
人
教
育

P
T
A
は
特
に
P
会
貝

(父
兄
)
の

意
識
向
上
を
図
る
。
成
人
的
趣
味
的
、

悲
仕
的
グ
ル
ー
プ
内
結
成
を
育
成
す
る
。

。
高
齢
者
教
育

学
習
面
を
担
当
し
、
豊
富
な
経
験
を

再
度
社
会
に
貢
献
し
て
も
ら
い
、
老
後

の
精
神
的
生
活
を
充
実
さ
せ
る
。

〈〉
社
会
体
育

初
心
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
内

拡
充
を
図
り
、
指
導
者
に
対
し
て
は
研

修
の
機
会
を
多
く
し
、
環
境
整
備
を
推

進
す
る
。

。
文
化
生
活
の
向
上

実
生
活
に
応
じ
て
寒
行
可
能
な
文
化

活
動
の
推
進
を
図
る
。

見
せ
る
と

い
う
考
え
方
に
は
賛
成
す
る

が
、
土
に
ふ
れ
木
に
ふ
れ
る
と
い
う
よ

う
に
、
自
然
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
‘
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

費
用
は
、
自
己
負
担
が
わ
ず
か
十
人

で、

一
日
二
千
同
程
度
内
公
費
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
教
材
が
豊
富

な
の
は
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
や
、
劇
団
が
月

一

国
人
形
劇
を
見
せ
に
き
て
く
れ
る
な
ど

地
域
社
会
ぐ
る
み
の
普
意
で
こ
の
施
設

が
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

本
町
に
開
園
す
る

『光
の
里
学
闘
』

も
、
社
会
や
家
族
で
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
人
を
入
れ
て
お
け
ば
そ
れ
で
問
題
が

解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

地

域
社
会
何
人
た
ち
と
常
に
か
か
わ
り
合

い
を
も
ち
続
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
だ

と
思
う
。
ど
ん
な
に
障
害
の
重
い
人
で

も
、
社
会
へ
の
自
立
が
最
終
目
的
な
の

だ
か
ら

柴
谷
勝
俊
記
(
今
金
中
教
鴎
)

/
模
範
運
転
者
に
表
彰
状

函
館
方
面
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
、

次
的
運
転
者
が
模
範
運
転
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
十
五
年
間
無
事
故
運
転

小
隅
生

男
(
八
幡
町
)
マ
十
年
間
無
事
故
運
転

木
南
博
明
(
日
の
出
町
)
諸
戸
国
男

(緑
町
)
越
中
三
男

(
目
的
出
町
)
安

達
広
(
末
広
町
)
呑
山
光
男

(神
丘
)

原
回
与

一
(大
和
町
)

( 6) 

つ
b日常の点検整備を完全に

b休養を十分にと り、服装にも 注意を

b特に子どもには安全配慮を

農作業を安全に進めよ

マ '7....ま次害とだく の』 をとな ド れ
防 近 ギ る お しのにがいの盗やねこる ラ る各
い所をす忘よこああな楽難行らろとイ季地
だか確にれっとわりししな楽うが思プ節か
例ちかすな 。になまにいど地『、いへ。ら
が警めるく 注いすすーせ で アるまと家楽
た察よとカ 窓よ 。る日 つめ キすす出族し

へ う き ギ し う 被 こ を か J j 1 ス 宅 。がそい
さの "は を T 一一一一一一一一一一 ……一一一一‘けろ花
ん述 、 ~ ， る つ だ
あ絡も こてよ
りで つ ¥ - ~一一"""\とのり
ま被 ー ¥ 四F入 :が花が
す:害 度 函孟孟斗~~宮町ヘベ i多見 附l

u をカ 巨三=ヨti(~"-6'I '"' ¥ くやか

マ Il------JIf 内わ マ '7
出止 き て泣 1'" 1 lJ!EV込ー 駐 憂 わ はに 新近

星妻寮 不濯 1 ム戸可=二土〉草"" は に ら険た、に
件にど幸孟示， ' ，- 、二ご， なでり牛る
の届んに?り 一一 j 管 i主 いす 、乳 す
解けなしは 理意よ .外のを
決出小 て 相 A 、 マ 人 V う 外 か配 お
を主き被手 一被 ヲ時品けンやさ車場たの に から 遥願
早 1 な害の 一 審に は、 ク 三 はか所はい しらの弱い
め ・被に尽 O に し 置現に角、らを自る よ見南をし
ま早笹あっ番あ.l :11'金ヵ:苦窓離選の駐 う で 京 そ
ていでつツ 〉 つう な や ギ 、 カ'れ ぽと 車 、 Jレ僻 吋

ー 屈 も た ポ た 、い貨をトラるうど f晶 ス 5乏'
けすとで ら よ .illか ラ ス と F くま がど 主

.住宅を新築される方に

住宅金融公庫が行なう48年度の

個人住宅建政資金が次のとおり貸

し付けされますので、希望される

方は役場建設課と相談内上お申し

込みください.

b貸付面積 30m'以上 120肘以下

b貸付限度額耐火、簡易が 280

万円、木造が 230万円以内

b利率年 5.2%

b 償還期間耐火 35年以内

簡易耐火 30年以内

木造 18年以内

t>償還方法元金均等割賦方式に

より毎月支払い

b申し込み受付常時

・家のまわりや道路をきれいに

毎月 1日は『朝のひとはき運動

向日』です.

すがすがしい朝の空気を胸いっ

ぱいに吸い込み、家のまわりや道

路をきれいにしましょう。

・国民年金は納付書で納付を

国民年金保険料の納付方法が変

わり 、納付書方式になりました。

これまでは、手帳を役場て預か

り領収カードをみなさんの手元に

おきましたが、カードのかわり i:
1年分の納付瞥を発行し、手帳も

みなさんにお返しします.

個人で納めている方は、納付書

で役場、道銀、信金、農協いずれ

かに納めて領収証を手繰にはって

〈ださい.

納付組合、農協組勘で納めてい

る方はこれまでどおりです。

.納期内に納めよう

今月は軽自動車税 (年分)と自

動車税(1期)の納期です。 5月

31日までに忘れず納めよう。

ア
キ
ス
や
車
の
盗

難
に
注
意
し
よ
う

(7) 



必
ず
許
可
を
受
け
て

農
地
や
採
草
放
牧
地
の
転
用

農
地
や
採
草
放
牧
地
を
、
住
宅
や
工

場
な
ど
を
建
て
る
目
的
で
、
売
買
し
た

り
貸
し
借
り
す
る
と
き
は
、
農
地
法
的

規
定
に
よ
っ
て
知
事
(
農
地
の
面
積
が

一
声
日を
こ
え
る
と
き
は
農
林
大
臣
)
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
採
草
放
牧
地
に

つ
い
て
は

がけ
，

-

可
u

，

一

戸

b

-

Lv
m
'
 

囲
V

刊

i
1

l
r

宅、

f
A
]跡

内

所
有
者
が
自
ら
行
な
う
場
合
は
許
可
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
な
い
で
工
事
に
着
手
し

た
り
住
宅
な
ど
を
建
て
た
り
し
ま
す
と

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
知

事
(
農
林
大
臣
)
は
、
工
事
の
停
止
や

原
状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
こ
の
命
令
に
反
し
て
、
工
事
な

ど
を
継
続
す
る
と
問
せ
ら
れ
ま
す
。
罰

則
は
、

三
年
以
下
町
懲
役
ま
た
は
十
万

同
以
下
町
罰
金
と
な
勺
て
い
ま
す
。

-

な
お

『農
業
振
興
地
域
的
整
備
に
関
一

す
る
法
律
』
に
よ
っ
て
、
農
用
地
区
域
-

と
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
農
地
や
採
草

放
牧
地
内
転
用
は
、
原
則
と
し
て
転
用

許
可
が
で
き
な
い
取
り
扱
い
に
な
っ
て

い
ま
す
.

こ
の
よ
う
に
農
地
や
採
草
放
牧
地
内

転
用
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
む
ず
か

し
い
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
業
委

貝
会
に
よ
〈
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
売
買
も

最
近
は
、
土
地
内
売
m
M
が
ブ
l
ム
で

す
が
、
農
地

(問
、
畑
)
や
採
草
放
牧

地

(牧
場
、
野
草
保
草
地
)
を
売
買
、

貸
し
借
り
す
る
と
き
は
、
農
地
法
に
よ

っ
て
農
業
委
貝
会
か
知
事
的
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
許
可
を
受
け
ま
せ
ん
と
、
法
律

で
そ
の
効
力
が
生
じ
ま
せ
ん
円
で
、
売

主
か
ら
民
主
に
本
当
的
権
利
が
移
ら
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
売
主
、

買
主
と
も

に
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
売
買
し
な
い
よ
う

に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
地
を
買
う
と
き
は
、
そ
れ

が
農
地
あ
る
い
は
保
草
放
牧
地
で
あ
る

か
ど
う
か
、
現
抽
刊
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

/
.
今
金
小
の
裏
山
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
に

緑
町
週
間
初
日
町
五
月

一
目、

今
金
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
今
金
小
の
裏
山
十
ア

ル
に
ア
カ
マ
ツ
、

ク
ロ
マ
ツ
、
ピ
フ
カ
パ
な

ど
十
種
類
、
約
四
百
本
町
植
樹
奉
仕
を
し
ま

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
植
え

『
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
森
』
に
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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〔自〕

-
り
っ
ぱ
に
完
成
、
模
範
牧
場

五
月
の
き
わ
や
か
な
風
が
吹
く
今
金

高
原
桜
範
牧
場
。
三
カ
年
に
わ
た
る
工

事
を
終
え
て
り
っ
ぱ
に
完
成
し
、
六
月

十
七
目
的
落
成
式
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

春
町
お
そ
い
日
進
高
原
町
牧
草
も
背

さ
を
増
し
、
農
家
か
ら
の
予
託
牛
も
含

め
て
約
四
百
頭
の
牛
乳
は、

五
月
十
日

過
ぎ
に
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。
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